
浄水発生土の販売に関するご案内

新潟県企業局

新潟県企業局では、環境保全への取組として浄水発生土を
園芸用、埋立用土などで販売・再利用しています。



１.浄水発生土とは

＜工業用水道の仕組み＞

川の水には細かい土の粒が混じっています。川の水を浄化して工業用水にす
るときに細かい土は取り除かれます。浄水発生土とは,この取り除かれた細か
い土を自然乾燥もしくは機械脱水したものです。



２.販売内容・価格・条件など

項 目 内 容 備 考

◆購入量 特に制限はございません

◆在庫量 常時変動 ※事前のお問い合わせ要

◆お引き渡し 購入者様ご負担 ※運搬車両,積み込み用重機,
包装等はございません

◆購入お手続き 購入申込書に必要事項を記載し,持参又はFAX
にて。お引き渡し時,署名欄にサインをいただきます。

◆代金のお支払い 後日納入通知書(ご請求書)を発行,金融機関に
てお振り込みいただきます。

◆販売価格 1立方メートルあたり55円(税込)

◆放射性物質濃度
◆土壌分析結果

別紙「検査結果」参照

◆荷姿 バラ積み、大型土嚢袋(1袋当たり約0.8立方メートル)
※詳細はお問い合わせください



Ｑ１ どこの河川から取水しているのか？
Ａ１ 阿賀野川です。河口から約35km上流の阿賀野市小松付近から取水しています。

Ｑ２ 発生土の年間発生量は？
Ａ２ 2,000～3,000立法メートル程度です。在庫量は事前にお問い合わせください。

Ｑ３ 再利用しても安全な土なのか？
Ａ３ 売り出している発生土については、すべて放射性セシウム濃度100Bq/kg以下のもの

で、様々な方法で再利用できるものとされています(別紙「 100Bq/kgと 8,000Bq/kg
の二つの基準の違いについて」参照)。また、環境基本法に基づく土壌環境基準以下
であることも確認しています。

３.よくあるご質問



４.ご購入者さまのメリット等

是非！
貴社事業において,ご利用を検討下さいますようお願い申し上げます。

浄水処理過程で副次的に発生するため,安価・安定的に購入可能

「資源循環型社会づくり」に貢献でき,企業のイメージアップ

様々な用途で活用でき,事業展開にお役立ち



５.販売場所 ※連絡先

新潟県企業局 新潟工業用水道事務所 利水課 (笹山浄水場)
〒950-3301
新潟県新潟市北区笹山869番地
TEL:025-388-3512 ※受付時間 平日9:00～12:00及び13:00～17:00

FAX:025-388-3515
MAIL:ngt302010@pref.niigata.lg.jp
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/kousui-niigata/hasseido.html



浄水発生土購入申込書（兼受領書）

令和 年 月 日

新潟工業用水道事務所長 様

郵便番号

住 所

氏 名 ㊞

電話番号

１ 次のとおり浄水発生土の購入を申し込みます。

購入希望数量 大型土のう ｍ３（ 袋×０．８ｍ３）

バラ積み ｍ３

購 入 単 価 １立方メートルあたり ５５円（税込み）

購 入 金 額 円（税込み）

使 用 目 的 園芸用土 ・ グラウンド土 ・ その他（ ）

使 用 場 所

２ 発生土 立方メートルは、令和 年 月 日に受領しました。

なお、購入した発生土については、その生成過程及び性状を十分承知しておりますの

で、返納、苦情等の申し立ては一切いたしません。

署名



浄水発生土購入申込書（兼受領書）

令和 ○年 △月 ×日

新潟工業用水道事務所長 様

郵便番号 950-3301

住 所 新潟市北区笹山 869

氏 名 工水 太郎 ㊞

電話番号 025-388-3511

１ 次のとおり浄水発生土の購入を申し込みます。

購入希望数量 大型土のう ８ ｍ３（ １０ 袋×０．８ｍ３）

バラ積み ｍ３

購 入 単 価 １立方メートルあたり ５５円（税込み）

購 入 金 額 ４４０円（税込み）

使 用 目 的 園芸用土 ・ グラウンド土 ・ その他（ ）

使 用 場 所 新潟市北区笹山 地内

２ 発生土 立方メートルは、令和 年 月 日に受領しました。

なお、購入した発生土については、その生成過程及び性状を十分承知しておりますの

で、返納、苦情等の申し立ては一切いたしません。

署名















































100Bq/kg と 8,000Bq/kg の二つの基準の違いについて 

環境省廃棄物・リサイクル対策部 

 

廃棄物に含まれる放射性セシウムについて、100Bq/kg と 8,000Bq/kg の二つ

の基準の違いについて説明します。 

ひとことで言えば、100Bq/kgは「廃棄物を安全に再利用できる基準」であり、

8,000Bq/kgは「廃棄物を安全に処理するための基準」です。 

 

１．原子炉等規制法に基づくクリアランス基準※（100Bq/kg）について 

廃棄物を安全に再利用できる基準です。 

運転を終了した原子力発電所の解体等により発生するコンクリート、金属を

想定し、原子力発電所や一般社会での再利用を推進するために定めた基準です。 

廃棄物を再生利用した製品が、日常生活を営む場所などの一般社会で、様々

な方法（例えばコンクリートを建築資材、金属をベンチなどに再生利用）で使

われても安全な基準として、放射性セシウムについて 100Bq/kg 以下と定められ

ています。 

 
※核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第６１条の２第４項に規定する精錬事

業者等における工場等において用いた資材その他の物に含まれる放射性物質の放射能濃度に

ついての確認等に関する規則第 2条 

 

２．放射性物質汚染対処特措法に基づく指定基準※（8,000Bq/kg）について 

廃棄物を安全に処理するための基準です。 

原子力発電所の事故に伴って環境に放出された放射性セシウムに汚染され

た廃棄物について、一般的な処理方法（分別、焼却、埋立処分等）を想定し、

安全に処理するために定めた基準です。 

8,000Bq/kg 以下の廃棄物は、従来と同様の方法により安全に焼却したり埋

立処分したりすることができます。焼却施設や埋立処分場では排ガス処理、

排水処理や覆土によって環境中に有害物質が拡散しないように管理が行われ

ていることから、周辺住民の方にとって問題なく安全に処理することができ

ます。 

なお、8,000Bq/kg 以下の廃棄物を焼却した結果、焼却灰の放射能濃度が

8,000Bq/kgを超えた場合には、特別な処理が必要となります。広域処理によ

り焼却する場合は、そのようなことがないよう、対象とする廃棄物の目安を

焼却炉の型式に応じて 240Bq/kg以下又は 480Bq/kg以下のものとしています。 

 



※平成二十三年三月十一日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故により

放出された放射性物質による環境の汚染への対処に関する特別措置法施行規則（平成 23年 12

月 14日環境省令第 33号）第 14条 

 

（参考） 

昨年 10月に来日した IAEAのミッションの最終報告書では、「放射性セシウ

ム 8,000Bq/kg 以下のものについて、追加的な措置なく管理型処分場で埋

立てを実施することについて、既存の国際的な方法論と完全に整合性がと

れている。」と評価されています。なお、8,000Bq/kg を超える廃棄物につい

ては、放射性物質汚染対処特措法に基づき、指定廃棄物として国が処理するこ

ととなっていますが、同法に基づき新たに定められた処理基準に従うことより、

安全な処理が可能です。このことについても、IAEA の同報告書の中で、IAEA

メンバー国の方法論と非常に整合性がとれていると評価されています。 

 

 


